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神戸港港湾審議会第３３回計画部会 

 

 

１．会議の日時及び場所 

（１）日 時 令和３年１月２８日（木） 午後３時００分開会 

（２）場 所 神戸市役所１号館２８階 第４委員会室(web 併用) 

 

２．出席委員の氏名 

（１）学識経験者 

竹 林 幹 雄              古 莊 雅 生      

山 縣 宣 彦                              

（２）市会議員 

山 下 てんせい             門 田 まゆみ 

（３）港湾関係者 

木 戸 貴 文 （代理 山 藤 陽 三 ） 

浦  隆 幸 

（４）関係行政機関の職員 

 溝 口 宏 樹 （代理 魚 谷  憲  ） 

 加 瀬 和 浩 

  

以上、出席委員 ９名(うち５名 web 出席) 

   欠席委員 １名 

 

３．議事の経過概要及びその結果 

（１）開会 

（２）委員の出席状況報告 

    委員総数１０名中出席委員９名であり、本会議は有効に成立していることを報告 

（３）委員の紹介 

（４）神戸港港湾計画の軽易な変更について 

    事務局から説明 

     （資料-１    神戸港港湾計画（軽易な変更）について（諮問）（写）） 

     （資料-１（１） 神戸港港湾計画書（案）－軽易な変更－） 

     （資料-１（２） 神戸港港湾計画資料（案）－軽易な変更－） 

［質疑等要旨］ 

 （委 員）ウォーターフロントの賑わい作りの計画は進んでいるが、導線の議論が進んでいな

いと思う。賑わい作りの導線に対する計画や考えを同時に示さなければ、施設を作っ

たが人が来ないという状況になりかねない、という懸念がある。 

 （事務局）導線については、我々もウォーターフロント整備における重要課題として認識して

いる。令和 3 年春に本格運行する連節バスなど、今後もアクセス改善は常に意識しな

がら取り組んでいく所存であり、来年度以降はもう少し踏み込んだ検討も行っていき



たい。 

 （委 員）このような計画を考える際は施設単体で考えがちだが、導線というのは一種の都市

内ネットワークであり、都市内ネットワークを作る上で市内を歩き回るための導線を

確保するのはとても重要だと考える。これは他部局との総合的な議論になるかと思う

が、今後も前向きに検討を行っていく、ということで理解する。 

 （委 員）防波堤の構造について、現時点で何か構想はあるか。 

 （事務局）来年度の設計を考えているため、今後の検討となる。船舶の航行など、様々な課題

があると認識した上で今後も検討を進めていく。 

 （事務局）水域に入るのは小型船舶なので、静穏度等を踏まえて検討していただきたい。それ

に加え、市民が海に親しめるような構造を考えていただきたい。 

 （事務局）そういった点も踏まえ、今後も検討していく。 

 （委 員）当該地区に残る既存の倉庫を今後どうしていくかについて、それらを神戸らしい形

で残すなど、前向きな形で検討していただきたい。 

 （事務局）そのような古い倉庫群を活かすことも念頭に置きながら、今後も再開発を進めてい

きたいと考えている。 

 （委 員）防波堤を作るということだが、防波堤の中の小型船舶は何隻程度の予定か。 

 （事務局）第 1 突堤・第 2 突堤間の水域利用に関しては民設民営で考えており、事業者の提案

を受けた上での港湾計画の変更を予定している。従って、隻数は民間事業者の提案次

第となる。 

 （委 員）具体的な検討は今後、ということで了解した。 

 

    以上の審議の結果、満場一致により原案を可決した。 

 

 

（５）閉会 

 


